
●平成 23 年 7 月 1 日現在（対前月比）
■人口　204,810 人（-93）　男　102,484 人（-71）　女　102,326 人（-22）　■世帯　82,682（+35）

「
市
報
く
ま
が
や
」
は
、
毎
月
１
日（
原
則
）に
発
行
し
、
自
治
会
を
通
し
て
お
届
け
し
ま
す
。
ま
た
、
市

役
所
・
行
政
セ
ン
タ
ー
・
出
張
所
・
公
民
館
・
駅
連
絡
所
な
ど
で
も
お
配
り
し
て
い
ま
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
も
「
市
報
く
ま
が
や
」
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。（U

R
L) http://w

w
w

.city.kum
agaya.lg.jp/　 「市報くまがや」は、再生紙を使用しています。

「市報くまがや」7 月号は、72,000 部作成し、広告料収入を差し引いた印刷・製本にかかる市の負担は、1 部当たり 15 円です。
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人口と世帯

く
ま
が
や 無心になれる魅力を多くの人に伝えたい

クライマー

滝
たきざわ

沢 篤
あつし

さん（原島）
8月号

　

23
歳
の
時
、
友
人
に
誘
わ
れ
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ
ム
に
行
っ
た
の
が

始
ま
り
で
す
。
当
初
、
危
険
だ
か

ら
行
く
の
は
や
め
よ
う
と
話
し
て

い
た
の
は
私
で
し
た
。
し
か
し
、

意
外
に
登
れ
な
い
の
が
悔
し
く
て

毎
日
の
よ
う
に
ジ
ム
に
通
う
日
々

が
続
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
姿
が

　

私
が
現
在
行
っ
て
い
る
の
は
ボ

ル
ダ
リ
ン
グ
と
い
う
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
で
、
数
メ
ー
ト
ル
の
岩
や
石
を

補
助
器
具
無
し
で
登
る
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。
登
る
難
易
度
を
表
す
グ

レ
ー
ド
は
、
10
級
か
ら
は
じ
ま
り

難
し
く
な
る
に
つ
れ
９
級
か
ら
１

級
、
初
段
、
２
段
…
と
な
り
ま
す
。

国
内
で
は
４
段
を
登
れ
る

よ
う
に
な
り
、
以
前
は
ジ
ャ

パ
ン
カ
ッ
プ
等
の
室
内
の

競
技
会
に
出
場
も
し
て
い

ま
し
た
。
現
在
の
自
分
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め

て
い
る
の
は
、
自
然
の
岩

場
の
課
題
に
挑
戦
す
る
こ

と
で
す
。
自
分
の
体
を
自

分
の
手
と
足
だ
け
で
支
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め

怪
我
を
す
る
こ
と
も
あ
り

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
と
の
出
会
い

挑
戦
し
つ
づ
け
る
こ
と
が

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

無
心
に
な
り
自
分
の
手
と
足

だ
け
で
登
る
魅
力

夢追い人
情熱世代

ジ
ム
の
社
長
の
目
に
留
ま
り
、
趣

味
で
あ
っ
た
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
仕

事
に
な
り
、
ジ
ム
の
熊
谷
店
オ
ー

プ
ン
と
と
も
に
熊
谷
に
引
っ
越
し

て
き
ま
し
た
。
競
技
を
は
じ
め
て

か
ら
10
年
、
前
半
の
５
年
間
は
別

の
仕
事
を
し
な
が
ら
の
趣
味
と
し

て
、
後
半
の
５
年
間
は
仕
事
と
し

て
、
休
日
は
自
然
の
岩
場
に
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
に
行
く
こ
と
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
目
標
と
す
る
課
題
の

岩
場
が
登
れ
て
も
登
れ
な
く
て
も

自
然
の
中
に
身
を
お
く
こ
と
は
気

持
ち
い
い
で
す
。

　

い
か
に
い
つ
ま
で
も
挑
戦
し
て

い
け
る
か
。
自
分
の
限
界
を
超
え

て
い
け
る
か
。
国
内
外
を
問
わ
ず

難
し
い
課
題
の
岩
場
を
多
く
登
り
、

若
い
人
や
こ
れ
か
ら
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
を
始
め
る
人
に
、
楽
し
さ
や
、

登
る
時
に
無
心
に
な
れ
る
魅
力
を

伝
え
た
い
。
ま
だ
、
競
技
人
口
の

少
な
い
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
で
す
が
、

ア
ウ
ト
ド
ア
の
一
部
と
し
て
楽
し

い
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
。
子
ど
も
た
ち
に

は
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を
経
験

し
て
、
自
分
の
体
を
動
か
し
何
か

感
じ
ら
れ
る
も
の
を
持
っ
て
ほ
し

い
で
す
。
そ
れ
が
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

だ
と
よ
り
嬉う

れ

し
い
で
す
ね
。

Ａ  かめの道（石原北）
↓（280 ｍ）
Ｂ  大原稲荷神社
↓（320 ｍ）
Ｃ  熊谷農業高校実習地
↓（1,400 ｍ）
 D  大幡児童館

ま
す
が
、
怪
我
を
乗
り
越
え
る
た

び
に
体
は
強
く
な
り
ま
し
た
。
国

内
の
難
し
い
課
題
が
あ
る
岩
場
、

特
に
ル
ー
フ（
屋
根
の
よ
う
に
突
き

出
た
）状
の
壁
に
惹ひ

か
れ
、
関
東
、

中
部
地
方
ま
で
出
か
け
て
い
ま
す
。
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ニャオざねに辞令交付「ゆるっとくまがや盛り上げ担当主査」任命！
　熊谷市内で様々な活動に取り組んできたニャオざねが、７月１日市長から職員に
任命されました。市職員で構成するボランティア団体「ニャオざね応援隊」とともに、
地域の活性化を応援していきます。
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TEL妻沼庁舎・妻沼行政センター　　  048-588-1321 TEL

熊谷市役所　　048-524-1111TEL 熊谷市ホームページ
熊谷市役所 検索

くらしの相談20

くらしの情報15

スポーツ情報19

市政情報10

市政ワイド
熊谷市職員採用試験 ほか

7

８月は、人権尊重社会をめざす
県民運動強調月間です6

特集
自分たちの地域は、自分たちで守る
自主防災・自主防犯組織を結成
しましょう

2

いきいき元気みんなの健康21

文化施設情報24

あついぞ！熊谷
第62回熊谷花火大会

28

フォトニュース・市報クイズ30

シリーズ「荒川・利根川」・
おたよりパレット31

CONTENTS

情熱世代・
さあ！歩こう くまさんぽ

32

　市内の名所やちょっとした景色を楽しみながら、ウォーキン
グができるコースをご紹介します。運動不足解消や新たな熊谷
の発見など、楽しみ方をさがすのも良いかもしれませんね。
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　ウォーキングポイントカードにためて、300km達成
したら、ささやかな景品を贈呈します。ウォーキング
ポイントカードは、スポーツ振興課に置いてあるほか、
市ホームページからもダウンロードできます。
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【
特
集
】　
自
分
た
ち
の
地
域
は
、自
分
た
ち
で
守
る

自
主
防
災
・
自
主
防
犯
組
織
を

結
成
し
ま
し
ょ
う

自
主
防
災
組
織
は
、大
規
模
災
害
の
と
き
こ
そ

力
を
発
揮
し
ま
す

　
地
域
に
お
け
る「
助
け
合
い
」や「
協
力
体
制
」が
、
い
ざ
と
い
う
と
き

の
防
災
力
の
向
上
や
、
日
常
的
な
犯
罪
抑
止
に
大
き
な
力
を
発
揮
し

ま
す
。
市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
お
よ
び
自
主
防
犯
組
織
の
結
成
を

支
援
し
て
い
ま
す
。「
自
分
た
ち
の
地
域
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」と
い

う
意
識
の
も
と
、
組
織
の
結
成
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
大

規
模
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、

交
通
網
の
寸
断
、
同
時
多
発
す

る
火
災
な
ど
に
よ
り
、
消
防
や

警
察
な
ど
の
防
災
機
関
の
対
応

能
力
を
超
え
る
状
況
に
陥
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
と
き
大
き
な
力
を
発
揮
す
る

の
が
、
地
域
住
民
に
よ
る
組
織

的
な
防
災
活
動
で
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
時
に

も
、
被
害
の
拡
大
を
防
ぎ
、
復

興
に
お
い
て
も
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
よ
う
に
、
地
域
の
皆

●
平
常
時
の
活
動

　

防
災
知
識
の
普
及
・
啓
発
、

防
災
訓
練
の
実
施
、
地
域
内
の

安
全
点
検
、
災
害
時
要
援
護
者

へ
の
配
慮

●
災
害
時
の
活
動

　

情
報
の
収
集
伝
達
、
初
期
消

火
、
救
出
・
救
護
・
避
難
誘
導
、

避
難
所
の
運
営
管
理

　

市
内
で
は
、
平
成
23
年
６

月
末
現
在
、
自
治
会
を
主
体
に

１
６
２
の
自
主
防
災
組
織
が
結

成
さ
れ
、
防
災
訓
練
や
防
災
知

識
の
普
及
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

全
国
、
埼
玉
県
お
よ
び
本
市

の
状
況
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　

自
主
防
災
組
織
は
、
地
域
が

一
体
と
な
る
規
模
が
最
も
効
果
的

に
活
動
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
た

め
、
多
く
は
自
治
会
や
小
学
校

の
通
学
区
域
な
ど
を
目
安
に
結

●
結
成
時
補
助
金

　

自
主
防
災
組
織
の
結
成
時
、

防
災
用
資
機
材
な
ど
を
整
備
す

る
際
に
、
そ
の
購
入
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。
対
象
と
な
る
資

機
材
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
危
機
管
理
室

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
防
災
訓
練
補
助
金

　

自
主
防
災
組
織
に
よ
る
防
災

訓
練
で
使
用
す
る
消
耗
品
等
の

購
入
費
を
補
助
し
ま
す
。

●
職
員
の
派
遣
・
資
機
材
の
　

　
貸
出
し

　

防
災
訓
練
を
行
う
際
に
、
訓

練
指
導
を
行
う
職
員(

消
防
職
員

等)

の
派
遣
や
、
訓
練
に
使
用
す

る
資
機
材
の
貸
出
し
を
行
い
ま
す
。

　

地
震
に
よ
る
大
規
模
災
害
発

生
を
想
定
し
、
防
災
関
係
機
関
、

地
域
住
民
お
よ
び
企
業
・
団
体
が

連
携
し
て
、
災
害
応
急
活
動
が
行

え
る
よ
う
総
合
防
災
訓
練
を
行

い
ま
す
。

と
き　

９
月
３
日（
土
）　

　

９
時
～
11
時
40
分(

予
定)

※
雨
天
の
場
合
は
４
日（
日
）

と
こ
ろ　

熊
谷
荒
川
緑
地
自
由

　

広
場（
荒
川
大
橋
東
側
）

誰
で
も
参
加
で
き
る

　
「
災
害
体
験
・
展
示
コ
ー
ナ
ー
」

●
地
震
体
験
車
・
煙
体
験
ハ
ウ
ス

　

に
よ
る
災
害
体
験
、
水
消
火

　

器
に
よ
る
初
期
消
火
や
応
急

　

救
護
の
体
験

●
炊
き
出
し
、
災
害
用
伝
言
ダ

　

イ
ヤ
ル
、
防
災
用
品
な
ど
の
展
示

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障

害
者
な
ど
、
災
害
時
の
自
力
避
難

が
困
難
な
方
へ
の
支
援
を
行
う
た

め
、「
災
害
時
要
援
護
者
登
録
名

簿
」を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
４
月
１
日
の
作
成
時

に
は
３,
０
１
７
人
の
方
に
ご
登

録
い
た
だ
き
ま
し
た
。
作
成
し
た

名
簿
は
、
自
治
会
や
民
生
委
員
に

配
布
し
、
災
害
時
の
避
難
支
援
の

ほ
か
、
地
域
の
見
守
り
活
動
な
ど

に
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
申
請

は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

登
録
で
き
る
方　

　

居
宅
で
生
活
し
て
い
る
方
で
、

次
の
項
目
に
あ
て
は
ま
る
方

① 

介
護
保
険
法
に
よ
る
要
介
護
状

　

 

態
区
分
が
要
介
護
３
以
上
の
方

② 

身
体
障
害
者
手
帳
の
障
害
程

　

 

度
の
等
級
が
２
級
以
上
の
方

③ 

療
育
手
帳
の
障
害
程
度
の
判

　

 

定
が
Ⓐ
お
よ
び
Ａ
の
方

④ 

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

　

 

障
害
程
度
の
等
級
が
１
級
の
方

⑤ 

65
歳
以
上
の
方
の
み
で
構
成

　

 

す
る
世
帯
の
方

⑥ 

①
〜
⑤
に
該
当
し
な
い
方
で

　

 

支
援
を
希
望
す
る
方

登
録
受
付
窓
口　

福
祉
課
、
長

　

寿
い
き
が
い
課
、
障
害
福
祉
課
、

　

各
行
政
セ
ン
タ
ー
福
祉
担
当
課

◆
福
祉
課　

内
線
２
９
５

自
主
防
災
組
織
の
組
織
率
の
比
較

全
国
の
組
織
率　
　

74

.

４
％

　
　
　
　
　
　
（
H
22
・
４
・
１
現
在
）

埼
玉
県
の
組
織
率　

79

.

６
％

　
　
　
　
　
（
H
22
・
４
・
１
現
在
）

熊
谷
市
の
組
織
率　

43

.

４
％

　
　
　
　
　
　
（
H
23
・
４
・
１
現
在
）

自
主
防
災
組
織
の
役
割

組
織
の
結
成
状
況

効
果
的
に
活
動
で
き

る
自
主
防
災
組
織
の

規
模
と
結
成

の
手
順

自
主
防
災
組
織
に

対
し
て
の

市
の
支
援

　　　自分たちの地域は、自分たちで守る特 集

助
け
合
う
力
が
防
災
力

自
主
防
災
組
織

自
主
防
災
組
織
の
結
成
と
活
動
へ
の
参
加
を

◆
危
機
管
理
室
　
内
線
３
３
３
　

さ
ん
の「
助
け
合
い
」こ
そ
が
、
困

難
を
乗
り
切
る
カ
ギ
と
な
る
の

で
す
。

TEL

Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ

　平成 16 年に発生した中越地震の後、当時の山古志村などを
視察して、やはり災害が起きて最初に頼りになるのは隣近所だ
と強く思い、自治会単位の防災組織の必要性を感じました。す
ぐに自治会やＰＴ A のほか、地域のあらゆる団体の皆さんを交
えて話し合いをしました。大地震の直後ということもあり、皆
さんもすぐに同意してくださいました。また、周りの自治会と
も連絡をとり合って同時に組織立ち上げに向かって行動できた
ため、組織自体はスムーズに結成できました。
　現在は年に一度、籠原地区全体の自治会が集まって防災訓練
を実施しています。参加する人も年々増えてきています。やは
り防災意識が高まっているのでしょう。防災倉庫を開けて道具
を出して、炊き出しの訓練なども行います。ただ避難訓練する
だけではだめで、皆さんがいざというとき、2、3 日は自力でも

生活できる体制を整えていく
ことが重要と思います。
　東日本大震災でもやはり地
域の力が発揮されたと思いま
す。ここ数年発生している大
規模災害を見るにつけ、いつ、
どこで災害が発生するか分か
りません。地域で助け合う体
制づくりやもしもの場合の対
応についてみんなで考える必
要があると思います。

会長　宗
そ が べ

我部悦
えつよし

功さん

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
次
の
手
順
で

結
成
し
、
市
に
届
出
を
し
ま
し
ょ

う
。

●
結
成
の
手
順

①
自
主
防
災
組
織
の
必
要
性
に

　

つ
い
て
地
域
で
確
認
す
る
。　

　
（
危
機
管
理
室
が
説
明
に
伺
い

　

ま
す
。）

②
自
主
防
災
組
織
の
規
約
、
役

　

員
名
簿
を
作
成
す
る
。

③
危
機
管
理
室（
市
役
所
４
階
）

　

へ
届
出
書
を
提
出
す
る
。

TEL

籠原地区連合防災会

東日本大震災で改めて感じた
地域防災体制の重要性

災
害
時
要
援
護
者
名
簿

へ
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す

熊
谷
市
総
合
防
災
訓
練

に
ご
参
加
く
だ
さ
い　

本石二丁目第１・第 5 自治会の自主防災会による合同訓練の様子

応急救護訓練

炊き出し訓練
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熊
谷
駅
前
防
犯
セ
ン
タ
ー
安
心
館

所
在
地　

筑
波
２-

82

開
館
時
間　

10
時
〜
20
時

　
（
１
月
１
日
〜
３
日
を
除
く
）

  

０
４
８-

５
２
４-

６
８
６
４

　

自
主
防
犯
組
織
は
、自
治
会

や
学
校
関
係
者
な
ど
が
組
織
し
、

熊
谷
警
察
署
に
登
録
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
市
内
で
３
０
８
団

体
が
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
活
動
し
て
お
り
、
県
内

で
は
さ
い
た
ま
市
に
次
い
で
２
番

目
に
多
い
数
で
す
。

　

犯
罪
者
は
、
ス
キ
の
多
い
地

域
を
狙
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
取
り

組
む
こ
と
は
、
犯
罪
者
を
寄
せ
つ

け
な
い
地
域
を
つ
く
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

自
主
防
犯
組
織
と
し
て
登
録
が

可
能
な
団
体
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
構
成
員
が
５
人
以
上
の
グ

ル
ー
プ
で
あ
る
こ
と

②
活
動
内
容
が
防
犯
活
動（
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
や
登
下
校
時
の

見
守
り
）で
あ
る
こ
と

③
ひ
と
月
に
１
回
以
上
活
動
す

る
こ
と

　

こ
れ
ら
の
条
件
を
満
た
す
団
体

　

子
ど
も
や
女
性
、
高
齢
者
を

犯
罪
か
ら
守
る
と
と
も
に
、
街

頭
犯
罪
や
侵
入
盗
な
ど
の
犯
罪

防
止
を
目
的
と
し
て
、
市
内
の

事
業
所
等
と
、
市
・
熊
谷
警
察

署
の
三
者
で
、「
熊
谷
市
防
犯
の

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
協
定
」

を
結
ん
で
い
ま
す
。
現
在
、
こ
の

趣
旨
に
賛
同
す
る
30
の
事
業
所

等
が
、
市
の
防
犯
活
動
に
協
力

し
て
い
ま
す
。

　

協
定
を
結
ん
だ
事
業
所
等
で

は
、
会
社
の
車
な
ど
に
、
黄
色
の

「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」ス
テ
ッ
カ
ー

を
貼は

っ
て
お
り
、
万
一
、
仕
事
中

に
事
件
、
事
故
や
不
審
者
を
見

か
け
た
時
は
、
１
１
０
番
通
報

な
ど
で
警
察
に
連
絡
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

安
心
館
は
防
犯
活
動
の
支
援

と
犯
罪
の
防
止
、
環
境
浄
化
を

目
的
と
し
て
開
設
し
て
い
ま
す
。

３
人
の
パ
ト
ロ
ー
ル
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
含
め
６
人
を
配
置
し
青

色
回
転
灯
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車

で
、
毎
日
市
内
を
巡
回
し
防
犯

意
識
の
啓
発
に
努
め
る
ほ
か
、
徒

歩
で
熊
谷
駅
周
辺
を
パ
ト
ロ
ー

ル
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
主
防

犯
組
織
な
ど
の
団
体
か
ら
要
望

さ
れ
た
と
き
は
、
日
程
を
調
整

し
、
防
犯
教
室
や
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
に
同
行
し
ま
す
。
ご
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
安
心
安
全
課
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

安
心
館
は
、
市
立
図
書
館
の

分
室
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
図

書
の
受
取
り
や
返
却
が
で
き
る

ほ
か
、
一
定
の
区
域
内
で
は
風
俗

営
業
の
新
規
出
店
も
制
限
さ
れ

て
い
ま
す
。

　屋根の上に青色回転灯を装備し、
「熊谷市防犯パトロール車」と表記

した自動車で、通称｢青パト｣と呼
んでいます。現在、市では事業所
等から寄附を受けた 5 台の青パト
を使用し、定期的な防犯パトロー
ルを行っています。

　

自
主
防
犯
組
織
の
活
動
が
活

発
に
な
る
こ
と
に
伴
い
、
市
内
に

お
け
る
犯
罪
認
知
件
数
は
着
実

に
減
少
し
て
い
ま
す
。
昨
年
市

内
で
発
生
し
た
自
転
車
盗
、
車

上
ね
ら
い
、
侵
入
窃
盗
な
ど
の

刑
法
犯
認
知
件
数
は
２,
８
５
７

市
内
で
活
動
す
る

自
主
防
犯
組
織
は
、

３
０
８
団
体

自
主
防
犯
組
織
の

結
成
の
手
順

防
犯
協
定
を

結
ん
だ
事
業
所
等
も

活
躍
し
て
い
ま
す

熊
谷
駅
前
防
犯
セ
ン
タ
ー

安
心
館

刑
法
犯
認
知
件
数
が
、

５
年
間
で

46
％
も
減
少

　　　自分たちの地域は、自分たちで守る特 集

は
、
熊
谷
警
察
署
生
活
安
全
課

(　

０
４
８-

５
２
６-

０
１
１
０

代
表)

で
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
会
以
外
で
こ
の

活
動
を
実
施
す
る
団
体
は
、
一
定

の
条
件
の
も
と｢

市
民
活
動
保
険｣

に
加
入
で
き
ま
す
。
未
加
入
の

団
体
は
、
安
心
安
全
課
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
パ
ト
ロ
ー
ル
用
品
の
貸
与

　

新
た
に
結
成
す
る
際
に
は
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
用
の
帽
子
、
ベ

ス
ト
、
腕
章
や
合
図
灯
の
ほ
か
、

TEL

　
 

犯
罪
を
減
ら
す
地
域
の
目

自
主
防
犯
組
織

自
主
防
犯
組
織
を
結
成
し
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

◆
安
心
安
全
課
　
内
線
３
３
２ 

　

TEL

TEL

防犯パトロールを行う原島自治会役員

件
で
、
こ
う
し
た
活
動
が
盛
ん
に

な
る
前
の
平
成
17
年
に
比
べ
る

と
46
％
も
減
少
し
ま
し
た
。
一
見

地
味
に
見
え
る
活
動
が
、
犯
罪

の
抑
止
力
と
し
て
大
き
な
成
果

を
上
げ
て
い
る
の
で
す
。

緑
色
の「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」ス

テ
ッ
カ
ー
を
貸
与
し
、
活
動
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

青色回転灯
防犯パトロール車

刑法犯認知件数の推移（熊谷警察署管内）
5259

3654 3557
3363

2958 2857

（件数）
自主防犯組織数の推移

45

212

243 252 257

300
（団体数）

防犯パトロールステッカーを貼った車両

Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ

　平成 20 年から、週末の夕方に上根地区のパトロールを
行っています。当番制で 1 班あたり 7、8 人のグループで
行うことが多いです。徒歩によるパトロールと軽トラックに
よる広報活動が主なものです。
　上根自警消防団は、消防団の組織改編で規模が縮小した
自警消防団を上根区の下部組織として結成したのが始まり
です。現在、団員は 64 人いて、8 班体制で防犯パトロー
ルを行っています。
　3 月 11 日の東日本大震災の時にも、被害状況確認のため、
団員で手分けをして地区内を回りました。徒歩で回るので、
地区のことがよくわかります。地道な活動ですが、今後も
継続することで住民の防犯意識も高まり、団員同士の協力
や交流も図られ、
住 民による自主
防犯体制が築か
れ ていくのだと
感じています。
　 今 後 も 啓 発、
パトロー ルに 努
めていきたいと
思います。

自治会長　長島 清さん

左は自警消防団長の古山武男さん
右は自治会長の長島 清さん

上根自治会自主防犯組織
（上根自治会上根自警消防団）

地道で継続的な活動が
住民の防犯意識を高める

0
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パトロールに向かう役員の皆さん
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尊
重
社
会
を
め
ざ
す

８
月
は
、

県
民
運
動
強
調
月
間
で
す

人
権
　

本
市
で
は「
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」に
基
づ
き
、
同
和
問
題
を

は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
に
向
け
て
、
人
権
教
育
・
人
権
啓
発
を
積
極
的
に
進

め
て
い
ま
す
。　

  　
　

 

◆
人
権
政
策
課　

内
線
３
５
６　

◆
社
会
教
育
課　

内
線
３
８
８

　生活リズムを崩すことなく幼
稚園・保育所（園）・学校に元気
に通うためには、基本的な生活
習慣をつけることが大切です。
そのためにも、次のことができ
ているか、チェックしてみてく
ださい。夏休みは特に生活リズ
ムが不規則になりやすいので、
ぜひ、続けて記録してみましょう。 ◆学校教育課　 内線 393

熊谷教育のアクセルとブレーキ

が
ん
ば
れ
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん   

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
学
四
年
生

　

わ
た
し
の
祖
母
は
八
十
九
才
で
す
。
元
気

で
が
ん
ば
る
祖
母
で
す
。

　

わ
た
し
が
赤
ち
ゃ
ん
の
時
に
は
、
ベ
ビ
ー

カ
ー
を
押
し
て
よ
く
散
歩
に
つ
れ
て
行
っ
て

く
れ
た
そ
う
で
す
。
小
さ
い
こ
ろ
は
わ
た
し

の
そ
ば
に
は
い
つ
も
祖
母
が
い
て
、
遊
ん
で

く
れ
た
り
、
お
り
紙
で「
ツ
ル
」の
お
り
方
を

教
え
て
く
れ
た
り
、
大
好
き
な
人
形
の
洋
服

や
マ
フ
ラ
ー
を
作
っ
て
く
れ
た
り
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
今
の
祖
母
は
指
が
悪
い
の

で
も
う
い
っ
し
ょ
に
で
き
ま
せ
ん
。
反
対
に

今
は
私
が
教
え
て
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

母
と
外
出
す
る
時
、
と
き
ど
き
祖
母
も

い
っ
し
ょ
に
行
き
ま
す
。
百
円
シ
ョ
ッ
プ
に

行
っ
た
時
な
ど
、
長
く
歩
く
と
足
を
い
た
め

て
し
ま
う
の
で
車
イ
ス
に
乗
り
ま
す
。
車
イ

ス
を
お
す
の
は
、
私
の
仕
事
で
す
。
お
店
の

中
で
祖
母
は
、

「
今
は
安
く
て
も
、
便
利
で
新
し
い
も
の
が

い
っ
ぱ
い
売
っ
て
い
る
ん
だ
ね
。」と
言
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

「
昔
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
だ
け
で
働
い
て
い
た

の
で
、
高
級
な
物
は
な
か
な
か
買
え
な
か
っ

た
か
ら
、
今
は
い
い
ね
え
。」と
話
し
て
く
れ

ま
す
。
わ
た
し
は
祖
母
の
大
変
さ
を
思
い
ま

し
た
。

　

最
近
の
祖
母
は
去
年
の
祖
母
よ
り
も
ず
っ

と
弱
く
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。
急
に
歩
け

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
フ
ラ
フ
ラ
し
て

立
ち
上
が
れ
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
祖
母
を
少
し
で

も
手
伝
っ
た
り
応
え
ん
し
た
り
し
て
あ
げ
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
何
を
ど
う
し
て
あ

げ
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
立
ち
上

が
る
だ
け
で
も
大
変
そ
う
に
な
っ
て
き
た
祖

母
で
す
が
、
散
歩
に
出
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
散
歩
の
と
中
で
よ
く
お
か
し

を
買
っ
て
く
れ
ま
す
。
大
好
き
だ
っ
た
庭
仕

事
は
あ
ま
り
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
今
年

は
、
ト
マ
ト
や
き
ゅ
う
り
作
り
を
一
緒
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

家
に
は
、
車
イ
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
祖
母

は
使
い
た
が
り
ま
せ
ん
。

「
死
ぬ
ま
で
こ
の
足
で
、
自
分
で
歩
い
て
い

た
い
ん
だ
。」と
言
っ
て
い
ま
す
。
祖
母
の
が

ん
ば
る
姿
を
見
る
と
わ
た
し
に
で
き
る
こ
と

は
し
て
あ
げ
よ
う
と
思
い
ま
す
。
今
で
き
る

こ
と
は
、
祖
母
と
散
歩
す
る
こ
と
で
す
。
祖

母
は
い
つ
も
下
を
向
い
た
ま
ま
シ
ル
バ
ー

カ
ー
を
押
し
て
歩
く
の
で
、
前
か
ら
車
や
自

転
車
が
来
た
り
、
人
が
歩
い
て
来
た
り
す
る

の
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
祖
母
の
代
わ
り
に
前

を
見
て
一
緒
に
歩
い
て
あ
げ
る
こ
と
が
わ
た

し
に
も
で
き
る
お
手
伝
い
で
す
。

　

歩
く
の
が
と
て
も
お
そ
い
の
で
つ
い
、

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
そ
い
よ
。
も
っ
と
早

く
歩
い
て
よ
。」と
言
っ
て
し
ま
っ
た
り
し

ま
す
。
そ
ん
な
時
、
祖
母
は
と
て
も
悲
し
そ

う
な
顔
を
し
ま
す
。
祖
母
の
悲
し
そ
う
な
顔

を
見
る
の
は
家
族
み
ん
な
も
悲
し
い
こ
と
で

す
。

　

祖
母
の
手
は
し
わ
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
そ

れ
は
、
家
族
を
さ
さ
え
な
が
ら
せ
い
い
っ
ぱ

い
生
き
て
き
た
し
る
し
の
よ
う
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
祖
母
が
楽
し
く
明
る
く
す
ご
せ
る
よ

う
に
、
お
手
伝
い
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
度
熊
谷
市
児
童
生
徒
人
権
作
文
集

　
　
　
　
　
　
「
じ
ん
け
ん
く
ま
が
や
」第
五
集
よ
り

●
身
の
回
り
に
目
を
向
け
る
と
、
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
　

ま
ず
は
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
か
ら
行
動
に
移
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
人
が
人
と

し
て
互
い
に
尊
重
し
合
い
、
す
べ
て
の
人
々
の
人
権
が
認
め
ら
れ
る
、
明
る
く
住
み
よ
い
地

域
社
会
を
つ
く
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
行
動
の
一
つ
と
し
て
、
あ
な
た
も
公
民
館
等
の
人
権
研
修
会
に
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。　
　

学力を支える基盤は「基本的な生活習慣」です。
子どもたちの学力向上のための土台を作りましょう。 

と
き　

８
月
25
日（
木
）

と
こ
ろ　

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容　

講
演
会
お
よ
び
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

等

※
入
場
無
料

主
催　

埼
玉
県
県
民
生
活
部
人
権
推
進
課

ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１
さ
い
た
ま

今こそ発進！『地域の力』で輝く未来へ

第 8 回 第 9 回 第 10 回
対象 主に新堀小学校区 主に奈良小学校区 主に大幡小学校区

とき 8 月 20 日 (土)
9：30 ～ 11：30

8 月 27 日 (土)
9：30 ～ 11：30

9 月 10 日 (土)
9：30 ～ 11：30

ところ 新堀公民館 奈良公民館 大幡公民館
テーマ (1) 活気とにぎわいのある新堀のまちづくり 子育て支援について（福祉） 便利で機能的なまち
テーマ (2) 高齢化社会における諸問題 活気とにぎわいの創出 熊谷市立女子高校の跡地利用について

　ハートフル・ミーティングは、市長が市内各所に伺い、市民の皆さんのご意見やアイデア等
をいただき、今後の市政に反映させるための懇談会です。皆さんのご参加をお待ちしています。

募集対象および人員 　主に、その小学校区に在住・
在学・在勤の方、または学区内保育所、幼稚園、
児童館等利用者の保護者で各回 40 人程度

申込み　 電話またはＦＡＸ、Ｅメールに住所・氏

ハートフル・ミーティング

熊谷市職員採用試験

採用職種 一般事務・一般事務（被災者枠）
土木技術・建築技術・保育士

消防職員
（救急救命士を含む。）

試験案内・
申込書
配布場所

職員課（市役所 3 階）、
消防本部消防総務課、
各行政センター（総務
税務課）

消防本部消防総務課、各消
防署、各分署、職員課、各
行政センター（総務税務課）

※土曜開庁：総合案内の窓口等で配布します。
申込受付期間 8 月 19 日（金）～ 22 日（月）8 時 30 分～ 17 時 15 分
申込受付場所 302 会議室（市役所3階） 消防本部消防総務課

申込時
添付書類

写真（縦4㎝×横3㎝）2枚
（ 申 込 書 貼

ちょう

付 用 を 含
む。）、卒業（または卒
業見込）証明書（最終学
歴のもの）、保育士を希
望する方で保育士資格
を有する方は、その資
格証の写し
※第１次試験合格者に対し

て、成績証明書の提出を求
めます。（最終学歴が大学
院の方は、大学の成績証
明書を含む。）

写真（縦4㎝×横3㎝）2枚
（申込書貼付用を含む。）、
最終学歴の成績証明書ま
たは調査書（各種専門学校
の卒業または卒業見込み
の方は、専門学校および
高等学校双方の成績証明
書を添付）
※高等学校在学中の方は、試

験当日までに成績証明書
を提出

※救急救命士資格取得者は、
その資格証の写し

第１次試験日 9 月 18 日（日）
第１次試験会場 富士見中学校（予定） 大幡中学校（予定）
第１次
試験内容

教養試験、専門試験（専
門職）、作文試験

教養試験、適性試験、体
力試験

問合せ先
◆職員課
　（宮町 2 丁目 47-1）
　　  内線 236

◆消防本部消防総務課
　（原島675-1）　　  　　
　　  048-501-0119

・日本国籍を有しない方（保育士を除く。）は受験できません。
・すべての職種について地方公務員法第 16 条の欠格条項

に該当する方は、受験できません。
・一般事務（震災被災者枠）については、東日本大震災によ

る被災者で、試験案内に定める受験資格を有する方。
その他
・職員採用試験の受験希望者は、申込受付期間に「採用試

験申込書」と申込時添付書類を提出する必要があります。
・市ホームページ等から案内および申込書の印刷ができま

採用職種等

※保育士資格を有する方または平成 24 年 3 月 31 日までに資格取得見込みの方

申込手続・第 1 次試験等

TEL TEL

職種 募集人数 試験区分 年　　齢　　要　　件

一般事務 20 名
程度

大学卒程度 昭和 56 年 4 月 2 日～平成 2 年 4 月1日生まれの方
短大卒程度 昭和 56 年 4 月 2 日～平成 4 年 4 月1日生まれの方
高校卒程度 昭和 56 年 4 月 2 日～平成 6 年 4 月1日生まれの方

職種 募集人数 試験区分 年　　齢　　要　　件

一般事務
（震災被
災者枠）

若干名
大学卒程度 昭和 56 年 4 月 2 日～平成 2 年 4 月1日生まれの方
短大卒程度 昭和 56 年 4 月 2 日～平成 4 年 4 月1日生まれの方
高校卒程度 昭和 56 年 4 月 2 日～平成 6 年 4 月1日生まれの方

職種 募集人数 試験区分 年　　齢　　要　　件

土木技術
建築技術

各若干名
大学卒程度 昭和 56 年 4 月 2 日～平成 2 年 4 月1日生まれの方
短大卒程度 昭和 56 年 4 月 2 日～平成 4 年 4 月1日生まれの方
高校卒程度 昭和 56 年 4 月 2 日～平成 6 年 4 月1日生まれの方

職種 募集人数 試験区分 年　　齢　　要　　件

保育士 若干名
大学卒程度 昭和 60 年 4 月 2 日～平成 2 年 4 月1日生まれの方
短大卒程度 昭和 63 年 4 月 2 日～平成 4 年 4 月1日生まれの方
高校卒程度 平成 2 年 4 月 2 日～平成 6 年 4 月1日生まれの方

職種 募集人数 試験区分 年　　齢　　要　　件

消防職員
（救急救命
士を含む。）

6名
程度

大学卒程度 昭和 60 年 4 月 2 日～平成 2 年 4 月1日生まれの方
短大卒程度 昭和 63 年 4 月 2 日～平成 4 年 4 月1日生まれの方
高校卒程度 平成 2 年 4 月 2 日～平成 6 年 4 月1日生まれの方
大学卒程度

昭和 57 年 4 月 2 日以後に生まれた方
（救急救命士の資格取得者に限る。）短大卒程度

高校卒程度

すので、ご利用ください。なお、申込書の郵送希望者は、
「採用試験申込書請求〈○○○〉」（○○○には希望職種を
必ず記入）と朱書きした封筒に、120 円切手を貼った角
2 型返信用封筒（あて先を明記したもの）を同封し、上記
の問合せ先まで郵送してください。

・申込時に提出書類の確認等の時間を必要としますので、
必ず本人が直接申し込んでください。

・郵送による申込みは、できません。
・提出書類は、一切返却しません。

あなたと市長の

名・電話番号を記入のうえ、開催日の一週間前ま
でに下記に申込みください。なお、手話通訳を必
要とされる方は、申込みの際にお申し出ください。
◆政策調査課　  内線 368 　  048-525-9222
　E メール　seisakuchosa@city.kumagaya.lg.jp

基本的な生活習慣を身に付けるためのチェック項目

１ 夕べは何時間くらい寝ましたか？
２ 朝はいつもどおりに起きましたか？
３ 朝ごはんはきちんと食べましたか？
４ 何か運動しましたか？
５ 排便はでましたか？
６ 今日の気分や体調はどうですか？

TEL

TEL

TEL

TEL FAX



●熊谷市役所　  048-524-1111　〒 360-8601　宮町 2 丁目 47-1TEL●大里庁舎 大里行政センター  　0493-39-0311TEL●妻沼庁舎 妻沼行政センター　  048-588-1321TEL●江南庁舎 江南行政センター　  048-536-1521TEL市政ワイド

平成 23 年 (2011)8 月　市報くまがや 8市報くまがや　平成 23 年 (2011)8 月9

市政ワイド
　

熊
谷
え
び
す

祭
に
お
い
て
、

熊
谷
市
商
店
街

連
合
会
主
催
の

ダ
ン
シ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
、
第
10

回「
オ
・
ド
ー
レ

な
お
ざ
ね
」を

開
催
し
ま
す
。

と
き　

11
月
６
日（
日
）10
時
～（
予
定
）

と
こ
ろ　

ス
ト
リ
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
：
国
道
17
号（
予
定
）

　

ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
：
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ひ
ろ
ば

参
加
資
格　

10
人
～
１
０
０
人
程
度

の
団
体（
連
）

参
加
費　

１
チ
ー
ム 

１
０
，
０
０
０
円

　
（
コ
ン
テ
ス
ト
参
加
チ
ー
ム
は
別
途

１
０
，
０
０
０
円
）

コ
ン
テ
ス
ト　

希
望
チ
ー
ム
を
対
象

に
審
査
を
行
い
、
大
賞
以
下
賞
を

決
定
し
、
閉
会
式
に
お
い
て
表
彰

し
ま
す
。

申
込
み　

８
月
31
日（
水
）ま
で
に
左
記
へ
。

※
詳
し
い
募
集
要
項
は
、
左
記
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
。（h

ttp
://w

w
w
.

ku
m

agaya-syou
ren.com

/)

◆
熊
谷
市
商
店
街
連
合
会
事
務
局

　

   

０
４
８-

５
２
１-

４
６
０
０

　

宮
町
２-

39（
熊
谷
商
工
会
議
所
内
）

種目 とき ところ 連絡先
射撃 8/14(日) 足利国際射撃場 048-522-4797（野口）

バスケット
ボール

9/4(日)～
10/9(日) 市民体育館 048-521-0015

（熊谷女子高〈若林〉）

水泳 9/11(日) 熊谷さくら運動公園
屋内プール 048-522-0338（内田）

サッカー 9/11(日)～
11/27(日)

熊谷さくら運動公園
多目的広場 ほか 048-533-6900（金）

ラグビー 9/11(日)～
12/4(日)

熊谷荒川緑地
ラグビー場 ほか 048-522-0208（並木）

テニス 9/25(日)～
10/9(日)

熊谷さくら運動公園
テニスコート 048-521-6075（堀越）

ゴルフ 9/29(木) 熊谷ゴルフクラブ 048-524-4448（染谷）
ソフト
ボール

10/1(土)～
11/20(日)

熊谷荒川緑地
ソフトボール場 048-524-9300（西田）

弓道 10/2(日) 熊谷さくら運動公園弓道場 048-532-7017（手嶋）
バレー
ボール 10/2(日) 市民体育館・

大里体育館 048-521-2117（宇野）

種目 とき ところ 連絡先

野球 10/2(日)～
12/11(日)

熊谷さくら運動公園
野球場 ほか 048-522-4504（鈴木）

中学生の部
（秋季新人戦）

10/3(月)～
10/16(日)

熊谷スポーツ文化公園
陸上競技場 ほか

048-532-3577
（玉井中〈小林〉）

小学生陸上
フェスティバル 10/5(水) 熊谷スポーツ文化公園

陸上競技場
048-536-1389

（江南北小〈村越〉）

陸上競技 10/9(日) 熊谷スポーツ文化公園
陸上競技場 048-521-3569（吉岡）

山岳 10/14(金)夜行
～15(土)

伊吹山
（岐阜・滋賀県境）048-536-1240（石川）

剣道 10/15(土) 市民体育館 048-521-2472（柿沼）
空手 10/16(日) 市民体育館 048-524-8216（佐々木）
体操 10/23(日) 市民体育館 048-524-0443（深町）

柔道 10/30(日) 市民体育館 048-523-3354
（熊谷工業高〈関山〉）

※ 11 月以降の大会は、市報 10 月号でお知らせします。
◆市体育協会（市民体育館内）　 048-525-6463

前売券発売所
店頭販売　チケットぴあ、セ

ブン・イレブン、am/pm、
ファミリーマート、ロー
ソン、サークル K・サン
クス 等

電話予約・インターネット販売
　チケットぴあ、ローソン
チケット、ｅ

イープラス

＋、ＣＮプレイ
ガイド 等

TEL

熊谷
ラグビー場
のご案内 ◆スポーツ振興課

　　　  内線 391TEL

○印は有料試合

※試合日程は変更される
場合があります。

月 日 曜日 県営Ａグラウンド 県営Ｂグラウンド 県営Ｃグラウンド

９

4 日 熊谷ラグビーまつり 熊谷ラグビーまつり
11 日 高校：全国予選開会式 高校 7 人制大会

17 土 ○ 13：00　流通経済大－法政大　
○ 15：00　帝京大－日本体育大

18 日 ○ 13：00　日本大－関東学院大　
○ 15：00　中央大－大東文化大

19 月・祝 東日本クラブトーナメント 東日本クラブトーナメント
23 金・祝 スクール交流大会 スクール交流大会

25 日 ○ 13：00　日本大－流通経済大　
○ 15：00　大東文化大－関東学院大

13：00　埼玉工業大－東洋大
15：00　立正大－白鴎大 東日本トップクラブリーグ

10

2 日 ○ 12：00　筑波大－慶應義塾大　
○ 14：00　成蹊大－明治大

13：00　専修大－東洋大　　　
15：00　埼玉工業大－朝鮮大 社会人秋季大会

9 日 東日本トップクラブリーグ 大学：埼玉県選手権大会

10 月・祝 東日本クラブトーナメント 東日本クラブトーナメント

15 土 ○ 12：00　クボタ－日野自動車
○ 14：00　大東文化大－東海大

小学生タグラグビー選手権
埼玉県大会

16 日 ○ 12：00　埼玉工業大－白鴎大
○ 14：00　立正大－東洋大 10：00　女子ラグビー関東大会

22 土 小学生タグラグビー選手権埼玉県大会 ( 予備日）

23 日 ○ 12：00　中央大－日本大
○ 14：00　三菱相模原－日野自動車 10：00　女子ラグビー関東大会 12：00　埼玉工業大－玉川大

14：00　山梨学院大－東洋大
29 土 ○ 14：00　大東文化大－拓殖大　 高校：全国予選 3 回戦 高校：全国予選 3 回戦

30 日 ○ 12：00　成蹊大－筑波大
○ 14：00　中央大－東海大 10：00　女子ラグビー関東大会

交通案内　熊谷駅からバス①　和田行き「赤城神社」下車、徒歩 5 分
　②熊谷スポーツ文化公園行き「熊谷スポーツ文化公園」下車、徒歩 2 分
　③くまがやドーム行き「ラグビー場入口」下車、徒歩 2 分
駐車場　約 1,000 台分あり　所在地　上川上 810　  048-526-2004

前売 当日

中央席 1,200 円 1,500 円

一般席 　800 円 1,000 円

※高校生以下および 70 歳以
上の方は一般席無料です。

TEL

第
10
回「
オ
・
ド
ー
レ

な
お
ざ
ね
」参
加
者
募
集

平成23年度　熊谷市総合体育大会日程表（8月～ 10月開催分）

熊谷ラグビー場　試合日程表（9月・10月）

平成 22年度　情報公開制度・個人情報保護制度の実施状況

ず
っ
と
元
気
！
ら
く
ら
く
体
操
教
室

　より開かれた市政の推進を目指して、市で保有して
いる情報について、閲覧や写しの交付を請求できる情
報公開制度を実施しています。また、より公正で信頼
される市政の推進を目指し、市で保有している個人情
報について、取り扱いのルールを定めるとともに開示、
訂正等を請求できる個人情報保護制度を実施しています。
　この２つの制度の、平成 22 年度の実施状況がまと
まりましたので、次のとおり公表します。
　なお、情報公開制度・個人情報保護制度の実施状況
報告書が、市役所１階の情報公開コーナーにあります
のでご覧ください。
◆庶務課　  内線２２３

請求　平成 17 年 10 月１日以後に市、編入前の江南町も
しくは解散前の熊谷地区消防組合の職員が作成し、ま
たは取得した情報の公開を請求権者が求めること

申出　合併前の熊谷市、大里町および妻沼町から承継さ
れた情報、編入前の江南町もしくは解散前の熊谷地区
消防組合から承継された情報のうち平成 17 年９月 30
日までに職員が作成し、もしくは取得した情報または
解散前の荒川南部環境衛生一部事務組合から承継され
た情報の公開を請求権者が求める場合と請求権者以外
のものが情報の公開を求める場合

情報公開制度の実施状況

TEL

情報公開コーナー

受付
件数

処　理　件　数
全部公開 部分公開 非公開 合計

請求 37 12 46 0 58
申出 33 15 18 4 37
合計 70 27 64 4 95

受付件数 処理件数
開示請求 訂正請求 全部開示 部分開示 不開示 合計 決定内容

市長 15 1 8 6 1 15 不訂正
その他   1 0 0 1 1   2
合計 16 1 8 7 2 17

※１件の請求で複数の文書が対象となる場合があるた
め、１件に対し複数の決定が行われることがあります。
また、受付後に開示請求の取り下げが行われることも
あります。したがって、受付件数と処理件数の合計は、
一致しないことがあります。

◇開示請求に対する部分開示決定および不開示決定に
ついては、不服申立てはありませんでした。

個人情報保護制度の実施状況 単位：件

単位：件

※１件の請求等で複数の文書が対象となる場合があるた
め、１件に対し複数の決定が行われることがあります。
　したがって、受付件数と処理件数の合計は、一致し
ないことがあります。

◇請求に対する部分公開決定および非公開決定について
は、不服申立てはありませんでした。

（市役所 1 階）

市　民　課

保険年金課

出　納　室

指定金融機関
派出所

長寿いきがい課

障害福祉課

面接室

相談窓口

授乳室

玄関・ロビー

総合窓口

面接室

面接室

相談室

情報公開コーナー

対
象　

65
歳
以
上
の
市
民（
登
録
制
）

※
介
護
保
険
で
要
支
援
・
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
方
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

定
員　

各
会
場
と
も
先
着
30
人

　

い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と
過
ご
す
た
め
に
、
日
常
生
活
の
中
に
簡
単
体
操

を
と
り
い
れ
ま
せ
ん
か
？　
　
　
　
　

 

◆
長
寿
い
き
が
い
課　

内
線
２
１
７

内
容　

運
動
器
の
機
能
向
上
を
12

回
、
口こ

う
く
う腔
機
能
向
上
、
栄
養
改

善
教
室
を
各
１
回

持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
、

上
履
き
用
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物（
水
筒
ま
た
は
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
）、
バ
ス
タ
オ
ル

費
用　

無
料

申
込
み　

各
会
場
の
受
付
開
始
日

か
ら
電
話
で
長
寿
い
き
が
い
課
へ
。

（
会
場
は
い
ず
れ
か
１
会
場
と
し
ま
す
）

※
申
込
者
多
数
の
場
合
、
初
回
申

込
み
の
方
を
優
先
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

実施場所 実施日
(1 コース 14 回） 時間 電話受付

開始日

別府公民館
9月12日～
12月12日の月曜日

10時～12時
8月 9日（火）

上之荘 13時40分～
15時40分

江南勤労センター 9月13日～
12月13日の火曜日

10時～12時
8月10日（水）

大里保健センター 14時～16時

熊谷保健センター 9月16日～
12月16日の金曜日

10時～12時
8月11日（木）

ひかわ荘 14時～16時

TEL

TEL




